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 平成２６年３月１日（土）午後１時より文部科学省委託研究の報告会を行った。引き続き会場をＮＥＣ玉川クラブに移

し、午後６時よりサポートセンター設立１０周年記念事業と祝賀会を行った。 

教育委員長 峪 正人様より、サポートセンター設立時の動きやこの１０年間の取り組みについての苦労に対する賛辞を

いただいた。小学校長会長 川崎 等様からは学校現場で学習支援にあたっているサポーター等の謝辞をいただいた。 

１０年前の設立時にも記念講演をしていただいた、東京理科大学長 藤島 昭先生より「理科を楽しく～身のまわりの現

象に興味を持とう～」という演題で記念講演があった。「海はどうして青いの？」「泥道をあるいても犬の足はどうして汚

れないの？」「虹は何色？」等々の問いかけで２００人を超す参加者一同を引きつけ、世界の偉大な科学者たちの功績の紹

介があった。最後に、暗い部屋や地下室、深い海を明るく照らす「光導管」を作っている。いずれ電灯はいらなくなる。

また、現在若狭湾に光を送り光合成により海草を育てる準備をしているという話には一同驚いた。 

後半の祝賀会は、退職校長会 田中庸之会長様よりご祝辞をいただき、退職教職員の会 川口重治会長様による乾杯の発

声で、短いひとときであったが、会場は明るい交流の声に包まれ、楽しいひとときを過ごすことができた。井口・宮田顧

問の話と続き、最後に阿部孝夫前市長様から励ましの言葉をいただき、声高らかな万歳三唱によりお開きとなった。 
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３月 行事予定 
 

 

 

 

 

 

 

日           曜   主  な  行  事 

１ 土 文科省委託研究報告会 

設立10周年記念事業 

３ 月 子ども支援室定例会議（旭町） 

エコチャレンジクラブ⑪（青少年の家） 

４ 火 

 

シニア卓球クラブ（青少年の家） 

読み聞かせ（青少年の家） 

５ 水 研究推進委員会（宮ノ下事務所） 

６ 

 

木  

 

初任者研修指導員研修会（教育会館） 

お茶（旭町） 

８ 土 ホームカミングディー⑤ 

10 月 ＫＹＷＣ（青少年の家） 

11 火 シニア卓球クラブ（青少年の家） 

12 水 子ども探検クラブ発表会（大山街道） 

13 木 地域報告会（南野川） 

14 金 役員会（教育会館） 

15 土 総会（教育会館） 

16 日 第１８回フエスタ（青少年の家） 

18 火 シニア卓球クラブ（青少年の家） 

読み聞かせ（青少年の家） 

おはなし会（旭町） 

19 水 学習・相談打合会（宮ノ下事務所） 

21 木 エコチャレンジクラブ⑫ 

（青少年の家） 

24 月 クッキング（旭町） 

25 火 シニア卓球クラブ（青少年の家） 

ＫＹＷＣ（青少年の家） 

卒業と進級を祝う会（南野川） 

26 水 読み聞かせ（南野川） 

27 木 よちよち歩きの子集まれ（青少年の家） 

28 金 事務局会（教育会館） 

29 土 所員会（教育会館） 

                       

編集後記 

 春まだ浅く風の冷たさ残っているが、春の気

配もすぐそこに感じられるこの頃である。 

文部科学省の委託研究報告会、設立１０周年

記念事業も無事に終った。ご協力いただいた皆

さま方に所員一同お礼申しあげたい。 

 

 

 

平成２６年３月１日（土）１時より川崎市教育会館で、平成２５年度文

部科学省より委託された「いじめ対策等生徒指導推進事業」の研究報告会

を行った、１８０人を超す参加があり大変盛況な報告会であった。 

サブテーマを「福祉と教育の融合をめざして」とした連携から融合に至

るまでの実践報告だったので、学校や教育関係者・発達相談支援センター・

児童相談所・一般市民等多くの機関からの参加があった。 

研究協議では多くの機関の皆さまから、それぞれの立場にたった貴重な

ご意見をいただいた。今後、学校を中心とした連携から協働・融合にむけ

た取り組みの必要性が話しあわれた。 

 

 

 事務局会議は、各機関・事

業・組織の代表者で、各月の

最終金曜日に行っている。 

 サポートセンターの事業は

多岐にわたり活動場所や所員

の活動日も異なっておりお互

いが顔を合わせる機会も少な

いため、この会議が唯一の意

思疎通の場となっている。 

  

 

 


